
国兼池導水路
国兼池は､ 約360年の歴史を持つ県内最大のため池で､ 743ha

にも及ぶ水田を支えています｡
この国兼池の水はどこから来るのかご存知でしょうか｡
東にはるか10㎞近く離れた本村川から水を引いており､ これが
国兼池導水路です｡ 水路勾配は数百分の一といわれるルートをた
どり､ 測量機器や測量技術もない時代に､ 神川平助が設定したも
のです｡
工事に着手したのは､ 時代がさらに進んだ昭和17年で､ ６年の
歳月をかけて完成しました｡ しかし､ 戦時中の物資のない中で行
われたため､ 水もれなどのトラブルが頻発し､ 近年､ ほ場整備に
あわせてパイプライン化などの改修工事が行われ､ 昭和63年に完
成しました｡
導水路の管理は､ 組合員62人が年に１回草刈りをするほか､ 毎
日見回りなどをしています｡ また､ 毎年秋に､ 国営備北丘陵公園
事務所の主催で､ 導水路を歩くイベントが行われています｡
先人が苦労して作った貴重な土木遺産を､ 大切に守っていきた
いと思います｡ 谷山忠行 (上原町)

次世代へ引き継ぎたい有形・無形
の財産の中から､ 市民が庄原市全
体の宝として選ばれたものを紹介
するコーナーです｡ 自然・歴史・
文化・生活・産業など､ 各分野か
らご推薦ください｡

応募方法
名前と住所をご記入のうえ､ ｢ここ
が好き｣ ｢ここがすばらしい｣ ｢こん
な保全活動をしている｣ など､ ”庄
原の宝”への思い入れなどを200字
程度にまとめ､ 写真１枚を添付して､
郵送またはメールでご応募ください｡

応募先
〒727-8501
庄原市中本町一丁目10番1号
庄原市企画課広報統計係�0824-73-1159
メール kikaku-toukei@city.shobara.
hiroshima.jp
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本村川から水を引く国兼池｡
手前が導水路の終点｡


